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要約

エゾシカ 3頭を用い，クマイザサの採食量の季節変

化，消化率および窒素出納について調べた.採食量調

査は秋期 (11月29日-12月8日)，冬期(2月15-24

日)および春期(5月25日-6月3日)の 3期に分け

て実施した.クマイザサ採食量には季節変化が見られ，

体重に対する乾物採食量の割合は，それぞれ1.66%，

1.74%および1.95%であり，秋期，冬期および、春期の

順に高い値を示した.クマイザサの粗蛋白質の消化率

は74.5%と高かったが，それ以外の成分の消化率は

34.4-48.4%の範囲にあり，低かった.クマイザサの

DCP含量は乾物中 12.7%と高かったが， TDN含量と

DE含量は低かった.窒素出納は，糞中窒素排f世量は低

かったが，尿中窒素排世量が高く，窒素蓄積量および

摂取窒素量と可消化窒素量に対する窒素蓄積率は低

かっfこ
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北海道において，ササ類は全面積の 60%，全森林面

積の 89%を占め，このうち，クマイザサ (Sasa

se仰 nensis)はササ類全体の 45%を占めている(豊岡

ら， 1983).クマイザサは，越冬期における野生エゾシ

カ (Cervusnipρon yesoensis)の主要な餌資源である

ことはよく知られている.著者らは一連の実験におい

て，クマイザサの乾物中成分組成の値はオーチヤード

グラスおよびチモシ一生草の出穏期における乾物中の

値に近似していること，乾草やサイレージに次いで噌

受理 1999年2月22日

女子性が良女子であることを明らかにしており (相馬ら，

1995， 1996)，クマイザサはエゾシカを飼育するための

給与飼料として，資質が高いと考えられる.また，ク

マイザサは冬期間においても緑色であることから，冬

期間の新鮮飼料としての利用が可能で、あると考えられ

る.

そこで本実験では，冬期間のエゾシカにおけるクマ

イザサの利用性に注目し，秋期から春期にかけてのク

マイザサ採食量の変化，冬期におけるクマイザサ給与

時の消化率および窒素出納について調べた.

材料および方法

1 .採食量調査

供試動物には，本学部動物資源学研究室で飼育して

いるエゾシカ 3頭(成雌1頭および若雄2頭)を用い

た.なお，供試動物の性別，年齢，体重およびメタボ

リックボテYサイズは表1に示した.供試飼料には本

学部周辺の林野に自生しているクマイザサを用い，葉

部のみを給与した.なお， クマイザサの成分組成は表

2に示した.

採食量調査は 1995年 11月29日から 1996年6月3

日までの期間を，秋期(11月29日-12月8日)，冬期

( 2月15日-24日)および春期(5月25日-6月3

日)の 3期に分けて実施した.調査期間は予備試験7

日間，本試験3日間とした.調査方法は，調査開始前

日までにキシラジン塩酸塩により不動化して体重を測

定後，エゾシカを飼育するための施設または代謝ケー

ジに単飼した.クマイザサは飽食量となるように給与

し，補助飼料としてビートパルプおよびダイズ粕を，

それぞれ体重の 0.4%および0.2%相当量，別の飼槽で、
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エゾシカのクマイザサの消化率

表 1 供試エゾシカの性別，年齢および調査期毎の体重

個体No. 性別 年齢1)

秋期

1 雌 3 62.0 

2 雄 2 59.0 

3 雄 1 50.0 

平均値 57.0 
SEM2) 3.6 

1)実験開始時の年齢.
2)標準誤差.

給与した.採食量の測定は，朝 8時と夕方4時の 2回

行った.採食量は，予め測定しておいたクマイザサの

給与量と残飼量の差として記録し，朝夕 2回分の採食

量を 1日当たりの採食量とした.

2 .消化試験および窒素出納試験

供試動物には，採食量調査と同ーのエゾシカ 3頭を

用いた.供試飼料には，本学部周辺の林野に自生して

いるクマイザサの葉部のみを用いた.なお， クマイザ

サの成分組成は表2に示した.クマイザサは実験実施

前日までに必要量を刈り取り，全体を混合した後，ビ

ニールシートで包み，雪中に埋没させて保存した.消

化試験および窒素出納試験は， 1996年2月2日から 2

月14日に行った.試験は前報(増子ら， 1997)に準じ，

供試動物をそれぞれ糞尿分離可能な代謝ケージに収容

し，全糞尿採取法により行った. 1試験期間は予備期

8日間，糞尿採取期5日間とした. 1日当たりの飼料

の給与量は，各動物の体重の 2.0%相当量とし，この 1

日量を朝 8時と夕方4時の 2回，半量に分けて給与し

た.なお，水は自由飲水とした.

体重

(kg) 

冬期

52.0 

55.0 

48.0 

51. 7 

2.0 

メタボリックボディサイズ
(kgO.75) 

春期 秋期 冬期 春期

50.0 22.1 19.4 18.8 

58.0 21.3 20.2 21.0 

47.0 18.8 18.2 18.0 

51. 7 20.7 19.3 19.3 

3.3 1.0 0.6 0.9 

3 .分析方法

飼料および糞の一般成分は，常法(森本， 1971)に

より行った.なお，水分は 135
0

C乾燥法，粗蛋白質はケ

ルダール法によった.中性デタージェント繊維(NDF)

と酸性デタージェント繊維 (ADF)は， GOERING and 

VAN SOEST (1970)の方法によった.へミセルロース

は， NDFから ADFを差し号|いて求めた.熱量は，自

動熱量計(島津熱研式CA-4P型)を用いて測定した.

尿中の窒素成分は，ケルダール法により測定した.

4 .統計分析

クマイザサ採食量の季節聞の比較は Fisherの

PLSD (長田， 1996)を用い，有意差の検定を行った.

結 果

1 .採食量の季節変化

エゾシカにおける 1日当たりのクマイザサ採食量の

季節変化を表3に示した.冬期調査は消化試験および

窒素出納試験終了後に実施したが，採食量調査時に

No.2が体調を崩したため，調査から除外した. 1日当

表2 供試飼料の成分組成1)

採食試験 消化試験

クマイザサ
ビートパルプ ダイズ粕 クマイザサ

秋期 冬期 春期 平均値

乾物2) 60.6 40.5 48.3 49.8 91.9 91.0 40.7 

有機物 88.9 88.4 89.4 88.9 88.6 93.0 88.7 

粗蛋白質 17.6 16.8 17.3 17.3 15.6 59.5 17.0 

粗脂肪 2.8 3.0 4.0 3.3 0.4 1.0 3.7 

可溶無窒素物 (NFE) 40.2 39.8 40.1 40.0 56.0 26.0 39.6 

粗繊維 28.2 28.7 28.0 28.3 16.6 6.4 28.4 

酸性デタージェント繊維 (ADF) 38.9 39.8 38.3 39.0 21.1 7.3 39.2 

中性デタージェント繊維 (NDF) 70.8 71.2 69.7 70.6 41.0 12.6 68.9 

へミセルロース 31.8 31.4 31.4 31.6 19.9 5.3 29.7 

粗灰分 11.1 11.6 10.6 11.1 11.4 7.0 11.3 

総エネルギー (Mcal/kg) 4.57 

1)乾物中%.
2)原物中%.
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表 3 供試エゾシカの調査期間ごとのクマイザサ採食量の季節変化

調査時期 平均値 SEM1) 

1日当たりのクマイザサ新鮮物採食量 (g/日) 秋期 1578.5 241. 7 

冬期 2166.72) 

春期 2089.9 226.9 

1日当たりのクマイザサ乾物採食量 (g/日) 秋期 956.8 146.5 

冬期 877.02) 

春期 1008.5 109.5 

体重に対するクマイザサ乾物採食量の割合(%) 秋期 1.66B3) 0.16 

冬期 1. 742) 

春期 1.95A 0.18 

メタボリックボディサイズに対するクマイザサ乾物採食量の割合 秋期 45.7B 5.0 

(g/kgWO.75/日)

1)標準誤差.
2) 2頭の平均値.
3)A，B異文字聞に有意差あり (P<O.Ol).

たりのクマイザサ新鮮物採食量は，秋期が最も低く，

冬期に最も高い値を示した.しかし，乾物採食量では，

冬期が877.0g/日と最も低く，春期が1008.5g/日と
最も高かった.体重に対するクマイザサ乾物採食量の

割合は秋期，冬期および春期がそれぞれ1.66%，

1.74%および1.95%であり，秋期，冬期，春期の順に

高い値を示した.メタボリックボディサイズに対する

採食量の割合も体重に対する割合と同様の傾向を示し

た.なお，体重および、メタボリックボディサイズに対

するクマイザサ乾物採食量の割合は，秋期と春期の聞

に有意差 (pく0.01)が認められ，いずれも春期の方が

高かった.

2 .消化試験および窒素出納試験

クマイザサの消化率および栄養価を表4に示した.

乾物，有機物およびエネルギーの消化率は 44.5-

48.6%の範囲にあった.粗蛋白質の消化率は 74.5%，

粗繊維， ADF，NDFおよびへミセルロースなどの繊維

成分の消化率は 43.7-47.5%の範囲にあった. DCP 

含量は乾物中 12.7%，TDN含量と DE含量は，それぞ

れ乾物中 44.7%， 2.21 Mcal/kgであった.

窒素出納成績を表 5に示した.糞中窒素排池量は

o . 31 g/kgO.75/日，尿中窒素排?世量は 0.81g/kgO.75/日
であり，糞中への排池量は低く，尿中への排世量は高

かった.したがって，可消化窒素量は高く，蓄積窒素

量は著しく低かった.

考察

1 .採食量の季節変化

本実験において，秋期から春期までの 3季節にクマ

イザサ採食量の季節変化が見られた. 1日当たりのク

マイザサ乾物採食量は冬期，秋期，春期の順に高く，

体重およびメタボリックボディサイズに対するクマイ

冬期 46.42) 

春期 52.3A 4.8 

表4 クマイザサ給与時の消化率と栄養価

平均値 SEMl) 

消化率(%)

乾物 44.5 1.6 

有機物 48.6 0.4 

粗蛋白質 74.5 0.7 

粗脂肪 34.4 1.2 

NFE 42.2 0.6 

粗繊維 43.7 1.2 

ADF 47.5 0.8 

NDF 45.9 0.5 

へミセルロース (NDF-ADF) 43.8 1.2 
エネルギー 48.4 0.4 

栄養価(乾物中)

DCP (%) 12.7 0.1 

TDN (%) 44.7 0.4 

DE (Mcal/kg) 2.21 0.02 

1)標準誤差.

表 5 クマイザサ給与時の窒素出納成績

平均値 SEM1) 

窒素摂取量 (g/kgO.75/日) 1.20 0.08 

糞中窒素量 (g/kgO.75/日) 0.31 0.01 

尿中窒素量 (g/kgO.75/日) 0.81 0.09 

可消化窒素量 (g/kgO.75/日) 0.89 0.08 
蓄積窒素量 (g/kgO.75/日) 0.08 0.05 

対摂取窒素量(%) 6.6 4.0 

対可消化窒素量(%) 8.9 5.4 

1)標準誤差.

ザサ乾物採食量の割合は秋期，冬期，春期の順に高かっ

た.秋期と冬期の順序が入れ替わっているのは，クマ

イザサ乾物採食量は冬期に最も低下したが，冬期にお

けるエゾシカの体重が秋期よりも減少したためであ
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る.

相馬ら (1998)が行った乾草採食量の季節変化の結

果では， 1日当たりの採食量および体重に対する採食

量の割合ともに春期から夏期にかけて増加し，夏期に

最高値に達した後，秋期から下降し，冬期に最低の値

を示している.体重に対する乾草乾物採食量は，春期，

夏期，秋期および冬期それぞれ1.99%，2.44%，1.58%

および1.35%と報告している.本実験において体重に

対するクマイザサ乾物採食量の割合は，春期では乾草

乾物採食量の割合よりもやや低かったが，秋期と冬期

で同やや高い傾向が認められた.これらのことから，

エソやシカによるクマイザサの乾物採食量は，乾草と同

等制それ以上の値を示し，冬期間における養分摂取の

ための重要な餌資源であることがうかがわれた.

2 • I消化試験および窒素出納試験

ホン|ジカにチマキザ、サ (Sasaραlmata) を給与した試

験に|おいても報告されている(的場ら， 1987). 

DCP含量は乾物中 12.7%と著しく高かった.これ
は，祖蛋白質含量が乾物中 17仇消化率が74.5%と

い切れの値も高かったことによる.クマイザサの DCP

含量は，前述した乾草に夕、イズ粕を混合給与した場合

の値よりやや低い程度にすぎず，蛋白質に関しては高

栄養価であることが明らかになった.しかし， TDN含

量は|，粗蛋白質以外の各成分消化率が低かったことか

ら値が低く，ロールベールサイレージの TDN含量よ

りも|わずかに高いにすぎなかった.

窒素出納試験において，糞中窒素量が低かったが，

こ仰粗蛋白質の消化率が高かったことによるものと

考んられる.尿中窒素量は乾草とダイズ粕を混合給与

し出場合，すなわち高蛋白質飼料を給与した場合の値

と近似した.これらのことから，摂取窒素量は高蛋白

質何料給与時より少ないにもかかわらず，尿中窒素量

が高かったため，窒素蓄積量と窒素蓄積率が低くなっ

たもlのと考えられる.

以上のことから，エゾシカにクマイザサを給与した

場合，乾草を給与した場合と同様に採食量の季節変化

を示し，体重およびメタボリックボテVサイズ当たり

の乾物採食量は乾草と同等かそれ以上の値を示した.

このため， クマイザサは乾草と同程度の乾物摂取が可

能であると考えられたが，その消化率は粗蛋白質のみ

が高く， DCP含量が高かったが，それ以外の成分の消

化率は低く， TDN含量と DE含量は低かった.また，

粗蛋白質含量と DCP含量はともに高かったが，窒素

蓄積量が低く，窒素利用性は低かった.
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